
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
各学校においては、４月７日（金）に配信した「ほっかいどうチャレンジテスト」の結果分析を日々の授業改善

の視点に生かしながら、日常の教育活動を推進していることと思います。 
本号では、ある学校における「チャレンジテストの効果的な活用例」を紹介します。  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
                 

STEＰ ２  研修担当や学年団と連携し、授業改善の方向性を明確にする 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

STEＰ １  問題に関わる指導内容を学習指導要領で確認し、身に付けたい資質・能力を具体的にイメージする 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
「ほっかいどうチャレンジテスト」の問題の集計・分析等を通して、各学校の学力向上に向けた取組の改善に生かす。 

 
 

「ほっかいどうチャレンジテスト」取組の趣旨 

Ａ小学校における「ほっかいどうチャレンジテスト」の活用方法～算数編～ 

STEＰ ３  授業改善の方向性を基に、計画・実践する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜義務教育指導班からのお知らせ＞ 

「ほっかいどうチャレンジテスト」等を活用し、学校力向上及び授業改善のための検証改善サイクルを確立すること

が大切です。上記内容を参考に、各学校で取組を推進しましょう。「ほっかいどうチャレンジテスト」に関するお問い

合わせは、右記までお願いします。（担当：指導主事 平林 0154-43-9283） 

STEＰ ４  学習内容の系統性を把握し、類似・同様の問題場面に出合わせる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２年「分数」（東京書籍）の学習では、「元の大きさ」をかくして、
同じ数値の分数を比べる活動を提示しました 

「どうやって考えたのか」「何を基に説明したのか」を
問い返すと、「図と数を関連付けながら説明し合う姿」
につながるかもしれません。 

誤答や、考えの共通点・相違点を意図的に取り上げ
ることで、相手や目的を意識して説明し合う姿につな
がるのではないでしょうか？ 

子どもが、「解決したい」「説明したい」と感じ
られるような問題提示を工夫してみましょう。 

 答えを求めることのみに終始せず、問題発見、
解決の過程や、子どもの数学的な説明を大切にし
てみてはどうでしょうか？ 

ASIRU 

釧路教育局教育支援課便り 

令和５年５月 12 日発行 第４号 

－アシル－ 

第２学年の内容 A(１)「数の構成と表し方」の(カ)「  、
などの簡単な分数(知・技)」を踏まえて子どもに身に付けた 
い資質・能力を明確にイメージする必要がありそうだな。 

問題発見、解決の過程を大切にするなど、数学的活動の充実を図り、目標達成に向けて焦点化した話し合いを位置付
けることで、互いの考えを解釈し合い、説明をよりよくしていく授業改善の方向性を明確にしています。 

 

「おや？」「はてな？」をきっかけに子どもが問題を焦点化し、「解決したい」「説明したい」などという見通しをもてるようにしています。 

 

    本時の目標に正対した練習問題によって達成状況を把握するとともに、３年生、４年生の「分数」の学

習においても、「単位分数のいくつ分」で捉えたり、数のまとまりに着目して大きさを比べたりするなど、

子どもが「見方・考え方」を繰り返し働かせ、確実に身に付けていくようにします。 

「ほっかいどうチャレンジテスト」 
前年度問題（第１回） 算数 小３ 

は、３つに等分した大きさの 

１つ分だね。だけど･･･ 

どんな姿が見られたら「理解した」と評価できるだろうか？ 

「３等分した１つ分」の大きさは、 

もとの大きさによって変わるんだね 

の３つ分（×３）をすると、元の大きさに戻るんだね 

同じ  という表し方でも、何を等分したかによって大きさは異なるんだね 

えっ？どっちも  なら、同じ

大きさになるはずなのに･･･ 

どちらも   といえるかもしれな

いよ？図をかくと… 

この学校では、令和５年度前年度問題（第１回） 
算数 小３ 設問五の正答率が低いという実態が明らかになりました。 
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2人とも，チョコレートを  もらったそうです 

 

チョコレートを  もらったよ 

わたしも，「  あげよう」と 

いわれたわ！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● ● ● 

● ● ● 

● ● ● 

● ● ● 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● ● ● 

● ● ● 

● ● ● 

● ● ● 

● ● ● 

● ● ● 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 
３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 
３ 

                      

2人とも，チョコレートを 1/3もらいました。 

 

チョコレートを 1/3もらったよ 

わたしも，「1/3あげよう」と 

いわれたわ！ 
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（１）「途中まで・誤り・不十分な答え」と「妥当な答え」をつなぐ教師の関わりから対話を生み出す 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「解決方法の違い」をつなぐ教師のかかわりから対話を生み出す 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（３）「考え方の違い」をつなぐ教師のかかわりから対話を生み出す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教師は、大事なことは何もいっていないことがわかると思います。子供から主体的に対話していこう、話

したい 

４つに分けたうちの１つ分だから， 
あとうが「４分の１ｍ」だと思う。 

「４分の１ｍ」といえるのは， 
うだけだと思う。 

どっちも正しいですよね？（とぼける） 

主体的な 

ペア・グループの対話 

１ｍをもとにして，４分の１にした数が，「４分の１ｍ」なのか 

 

じゃあ，これが「４分の１ｍ」じゃないわけを 
お話できるよね？（再生させる） 

主体的な 

ペア・グループの対話 

５００円玉をもって買い物に行きました。２３０円のパンと１５０円のジュースを１つずつ買うと，お金
は何円残るでしょうか。 

５００－２３０－１５０＝１２０ 
２３０＋１５０＝３８０ 
５００－３８０＝１２０ 

５００－（２３０＋１５０）＝１２０ 
５００－２３０＝２７０ 
２７０－１５０＝１２０ 

４つのうち３つは，間違いってこと 
ですよね？（とぼける） 

この式をつくった～～くんの気持ち 
わかる？（再生させる） 

主体的なペア・グループの対話 

～～君は、まず買った物の代金を合計してから、まとめてひき算したんじゃないかな？ 

これらの式の「（共通点・相違点）」って何かな？ 
比べてわかることってある？（比較） 

主体的なペア・グループの対話 

まず先に買った物の代金を合計してからひくぼくの方法は
（  ）の計算と同じ考え方だね。 

１まい２３円の工作用紙を９まい買います。代金はいくらですか？ 

 

２０×９＝１８０ 
３×９＝２７ 
積は２０７ 

 

３人のやり方は、全く違う
んですね（とぼける） 

くりあがりの「２」って、 
図の中にはないよね？（数の意味） 

２×９＝１８に「２」をたして「２０」 
これも図の中にはないよね？（数の意味） 

主体的なペア・グループの対話 
十の位と一の位を分けて考えて

いるところは共通しているよ 

くりあがりの「２」や「２０」は、図のここにあ

るよ。「十が２つ」「十が２０こ」という意味だ 
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（１）「途中まで・誤り・不十分な答え」と「妥当な答え」をつなぐ教師の関わりから対話を生み出す 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「解決方法の違い」をつなぐ教師のかかわりから対話を生み出す 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（３）「考え方の違い」をつなぐ教師のかかわりから対話を生み出す 
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